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○奨励賞 
 

部
門 

番
号 

件  名（所在地） 
表彰対象者 

概要 

ま
ち
な
み
建
築
部
門
（
奨
励
賞
） 

１ 

加東市立 加東みらいこども園 

(加東市山国 2001-1) 

(事業主) 加東市 

(設計者) 株式会社シーラカンスアンドアソシエイツ 

(施工者) 株式会社ソネック 

 
・ 外から見通せる大きな開口部のある

外壁や各棟をつなぐ縁側などにより、

子ども達の見守りを実現した園舎  

・ 敷地の高低差を活かした｢冒険広場｣

や乳児専用の｢静かな庭｣など成長過

程に応じた園庭で子ども達が楽しく

育つ空間を創出 

・ 未就園児を持つ親が気軽に訪れる｢子

育て支援室｣や｢まちかど広場｣を設

け、地域での子育ての場を整備 

２ 

UTSUROI TSUCHIYA ANNEX 

(豊岡市城崎町湯島 584-１) 

(事業主) 有限会社つちや 

(設計者) 垣田博之
かきたひろゆき

建築設計事務所 

(施工者) 株式会社谷口屋工務店 

 
・城崎温泉街を守ってきた消防署を改修

した、地域の賑わい拠点を目指すギャ

ラリーなどを備えた宿泊施設 

・木造建築が並ぶまちなみと調和するよ

う外観は既存ＲＣをステンレスメッシ

ュで覆い、個性を持たせるとともに、

正面にウッドデッキ等を整備 

・２Ｆ事務室は宿泊室に、消防署の記憶

を味わえるよう１Ｆ車庫はカフェに、

ホース洗い場は風呂にリノベーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４棟平屋建ての園舎外観 

ウッドデッキのある 
正面外観 

高低差を活かした 
冒険広場 

地域イベントも 
開かれるカフェ 
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部
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番
号 

件  名（所在地） 
表彰対象者 

概要 

ま
ち
な
み
建
築
部
門
（
奨
励
賞
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３ 

丹波篠山市立青山歴史村 

(丹波篠山市北新町 48) 

(事業主) 丹波篠山市 

(設計者) 一級建築事務所 庵 (ANNe)総合計画事務所 

(施工者) 有限会社大西工務店 

(   ) 森田建築 

  

・築 200 年ほどの旧篠山藩主別邸の保存

修理により再生された江戸時代の版木

など貴重な文化財を展示する史料館 

・葺土
ふきつち

を再利用した土壁補強や耐力壁追

加で耐震性を高め、スロープ新設等で

利便性を向上 

・茅
かや

の葺き替えや外壁漆喰
しっくい

工事、揚屋
あ げ や

工

事では伝統技術の継承に向けて第一人

者を招聘し、地元職人とともに施工 

４ 

昭和瀝青
れきせい

工業株式会社 技術センター 

(姫路市網干区浜田 1633-10) 

(事業主)昭和瀝青
れきせい

工業株式会社 

(設計者)株式会社小野設計 

(施工者)株式会社ハマダ 

 

・企業の顔として市松状ルーバーなどの

個性的な外観や迎賓機能を持つ、オー

プンラボラトリー 

・播磨灘の眺望を確保した屋上テラスや

ラウンジで、施設見学者と研究者の交

流を促進し、知的生産性を向上 

・工場地帯の中で緑豊かな外構をもち、

庇と鉛直ルーバーによる日射調整や複

層ガラスの採用などで省エネ化を実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業の新しい顔となる外観 

見学者と研究者の 
交流を生むラウンジ 

歴史的まちなみの 
規範となる外観 

篠山技能学院の講義 
で行った揚屋工事 
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部
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番
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表彰対象者 
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ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
（
奨
励
賞
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１ 

神戸学院大学 防災女子 

(神戸市中央区) 
代表者 森本

もりもと

 澪
みお

 

 ・防災を専門に学ぶ女子大学生の有志

が、女性視点でやってみたくなる防災

を考え普及啓発する取組 

・食料を無駄にしない家庭での備蓄方法

や独自に開発した災害食レシピを伝え

る講習会などの啓発活動を年 30 回以

上実施 

・防災グッズの利用促進を目指し、女性

が普段履きできるオシャレで安全なブ

ーツを企業と共同で企画 

２ 

天王町竹林保全活動組織 

(神戸市兵庫区) 
代表者 京橋

きょうばし

 健
けん

一郎
いちろう

 

 

  
・荒れていた里山での災害発生の防止や

生物多様性の復活を目的とした里山整

備の取組 

・地域住民や学生と竹林伐採や林道整備

を年 40 回ほど行い、キツツキやウグイ

スが飛来する自然環境を再生 

・タケノコ掘りや近隣福祉施設での竹細

工教室の開催により、地域の親子や高

齢者など年間 200 名以上が里山で交流 

３ 

Wake Up! 柏原 

(丹波市) 
代表者 井上

いのうえ

 奏音
か な ね

 

    
・柏原の活性化を考える大学の講義を機

に、有志学生が地域の魅力を再発見し、

活性化を目指す賑わいづくりの取組 

・まちなみを住民とライトアップし、夜

間人口の少ない柏原に 1,000 名以上の

人を集め、地域の魅力をＰＲ 

・住民とのまち歩きや意見交換により、

外国人向け広報誌や謎解きマップなど

の柏原になかったツールを作成 

ライフラインが寸断
された状況を想定し
た災害食料理教室 

山の保全の重要性を 
伝える竹林整備 

柏原の町並みや観光
資源をライトアップ 

家庭備蓄向上を目指し 
企業とレシピ開発 

 

多世代交流を生む 
竹細工教室 

 

名所や飲食店がわか
る外国人向け広報誌 
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部
門 

番
号 

件  名（所在地） 
表彰対象者 

概要 

花
緑
部
門
（
奨
励
賞
） 

１ 

夢
ゆめ

花蔵
か ぐ ら

グループ 

（たつの市） 
代表者 久保田

く ぼ た

 悦子
え つ こ

 

 
・地域環境の改善を目指し、住民団体が

市役所前にある雑草の茂った空き地に

花壇を整備する取組 

・四季折々の花を咲かせるため、毎日の

水やりと年 4 回の花壇全体の植替えな

どの維持管理を約 15 年間継続 

・専門家を招いて植栽を学ぶ講習会や 1

日体験ボランティアなど緑化活動を通

じた地域交流を行い、活動の輪を拡大 

２ 

うやま花の会 

(洲本市) 
代表者 賀集

かしゅう

 かおり 

 
・雑木により荒廃した空き地の花壇整備

を機に始まった、コミュニティづくり

を目的とした花緑活動の取組 

・約１㎞のサルスベリ並木への花苗の植

栽、紅葉の名所である名号
みょうご

石
いし

での剪定

や苗木植えにより、まちの修景に貢献 

・住民による月 1 回の維持管理活動や地

元小学生、高校生との植栽活動を通じ

て住民同士のつながりを醸成 

３ 

芦屋病院ガーデンクラブ 

（芦屋市） 
代表者 川北

かわきた

 幸子
さ ち こ

 

 
・患者や医療従事者、住民のストレスケア

を目的に、住民団体が病院敷地約400㎡

にオープンガーデンを整備する取組 

・正面玄関やリハビリ室前などに色とり

どりの花を植え、季節に応じた癒やし

の空間を提供 

・地域住民約 30 名と協力して八重シダ

レザクラ等の樹木を植樹し、剪定等の

維持管理を実施 

元気を与えることを 
意識した植栽 
（リハビリ室前） 

 
住民による 
樹木の剪定 

住民がレイアウト 
した花壇 

 
毎日当番制で 

維持管理を実施 

サルスベリ並木に 
ポーチュラカを植栽 

地元小学生との 
植栽活動 


